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未来の地球に、いいパスを
この活動の主役は、あなたです。
さあ、Ｊリーグと一緒に考え、未来を変えていきませんか。





















































































カトラリー

使い捨てから繰り返し利用が可能な仕組みに
◯�浦和レッズは「マイカトラリー＆リユースカップをもって埼スタへ行こう！」という企画
を実施しました。この取り組みでは、来場者が食事の注文時に「カトラリー不要です」と
伝えるとエコトークンを獲得でき、20枚集めると浦和レッズオリジナルのエコグッズと
交換できます。このようにインセンティブを活用することで、来場者が楽しみながら使い
捨てプラスチックの削減に参加できる仕組みになっています *4。

プラスチックから代替素材へ
◯�湘南ベルマーレと鹿島アントラーズは、スタジアム内の飲食販売店の出店規則に、クラブ
指定の代替素材を使用したカトラリーの使用を義務付けています。これらの代替素材は各
クラブのパートナー企業が製造しており、パートナーシップを生かしながら、環境負荷の
低減に貢献しています。

連携のヒント

各クラブの取り組み事例から、Ｊクラブならではの強みを生かした連携の可能性が明確になっ
てきました。特に注目すべき強みとして、以下の 3 点が挙げられます。

●�中立的な立場を生かし、企業と行政をつなぐ架け橋となる役割：Ｊクラブは地域に根差し
ながらも特定の利害関係に縛られない立場から、多様なステークホルダーを結び付けるこ
とができます。

●�スタジアムを実践の場として提供：多くの人が集まるスタジアムは、環境施策の実証実験
や普及啓発の絶好の場となり、実際の効果測定も可能です。

●�取り組みの認知度を高める発信力：クラブの知名度とファン・サポーターへの影響力があ
るＪクラブの発信により、多くの人々に気候アクションを認知してもらえます。

このような連携の形は、使い捨てプラスチック削減に限らず、さまざまな社会課題の解決に応
用できる可能性がありそうです。

スタートアップ企業との連携

湘南ベルマーレは、リユース容器のシェアリングサービスを展開するスタートアップ企業、
株式会社カマンと連携し、使い捨て容器からリユース容器へ置き換え、返却率を調べる実証
実験を行いました *5。カマンはまだスタートアップ企業のため、通常のパートナー契約は難
しい状況でしたが、リユース容器の導入を行いたいクラブと、実証実験をしたいカマンの利
害関係が一致し、神奈川県のオープンイノベーション支援実践プログラム「ビジネスアクセ
ラレーターかながわ (BAK)」の支援を受けて実現しました。観客から「使い捨て容器より
も食べやすい」という感想が聞かれたり、メディアにも取り上げられたこともあり、両者に
とってより価値のある成果が生まれました。必ずしも従来型のパートナーシップにこだわら
ず、クラブとスタートアップ企業の双方にメリットのある新しい協力関係を築ける可能性も
あるかもしれません。

ペットボトルの水平リサイクルの仕組み構築

鹿島アントラーズは、ホームタウンの一つである鹿嶋市とパートナー企業 3 社と協力し、ペッ
トボトルの水平リサイクルの仕組みを構築しました *6。これまで個別に連携していたパート
ナー企業との取り組みが、水平リサイクルの導入をきっかけに有機的に結び付き、より効果
的な気候アクションの実現につながりました。

参考資料
*1	 �UNEP (2018), "SINGLE-USE PLASTICS:A Roadmap for Sustainability",
	 https://www.unep.org/resources/report/single-use-plastics-roadmap-sustainability
*2	�グリーンピース・ジャパン、「使い捨てプラスチック」、https://www.greenpeace.org/japan/issue/plastic/
*3	�福島ファイヤーボンズ (2024)、「CHANGE THE GOODs ACTION ホームゲーム会場ウォーターサーバー設置のお知らせ」、
	 https://firebonds.jp/news/detail/id=15380
*4	�浦和レッズ (2023)、「「マイカトラリーを持って埼スタへ行こう!!」対象店舗・商品追加のお知らせ【浦和レッズSDGs】」、
	 https://www.urawa-reds.co.jp/clubinfo/198474/
*5	�株式会社カマン (2024)、「日本初 !RFID でリユース容器の回収、利用者の参加を促進 ! 湘南ベルマーレと共同し、

Megloo の実証実験を 11 月 30 日 ( 土 ) に実施」、https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000007.000088978.html
*6	�鹿島アントラーズ (2023)、「カシマスタジアムにおけるペットボトル水平リサイクルの推進について」、
	 https://www.antlers.co.jp/news/club_info/95943

スタジアムに導入した
回収ボックス。

鹿島アントラーズと鹿嶋市
およびパートナー企業との連携。
※県立カシマサッカースタジアム（現メルカリスタジアム）　
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なぜ重要なのか

“ 捨てた ”ごみが残すもの

「ごみの行き先」と聞いて、皆さまはど
んなことを想像されますか。ごみは、燃や
せばその煙と共に CO2 が大気へ、埋めれ
ば土の中から CO2 の 25 倍もの温室効果を
持つメタンガスが発生します。日本の温室
効果ガス排出量の約 3% が実はこの「捨て
たはず」のごみから発生しているのです *1。 

さらに、私たちのごみの最終的な行き場であ
る処分場は悲鳴を上げています。このまま
のペースでは、わずか 23 年後には日本中の
処分場が満杯になる見込み *2。私たちが普段
行っている「捨てる」という行為は、実は
地球環境に大きな足跡を残し続けているの 
です。

ごみ削減がクラブにもたらす可能性

J クラブにとって、ごみ削減は環境への貢
献以外のメリットも期待できます。不必要な
ものを見直すことは、コスト削減や業務効率
化にもつながります。また、ユニフォームの
端材などを活用したアップサイクルは、環境

意識の高いパートナー企業との協業や、サス
テナビリティに関心を持つファン・サポー
ターとの関係づくりにもつながるかもしれま
せん。

実践のアイデアと取り組み事例

ごみの削減／管理に関する戦略の策定

STEP

1 	 施設別・活動別のごみの量と種類の把握

スタジアムや練習場など施設ごとの廃棄物
の発生状況を調査します。試合開催日、イベ
ント実施日、それ以外の日など、活動内容に
よる変動も記録することで、より効果的な削
減策の立案につながります。これらの計測
と記録を日常業務に組み込む方法や、誰に
協力を依頼するかなどについても検討しま 
しょう。

STEP

2 	 実行可能な施策の検討と優先課題の特定

調査結果を基に、量が多い廃棄物や環境負
荷の大きい廃棄物を特定します。その中から
コスト面や運用面での実現可能性を考慮し、
短期・中期・長期の時間軸でごみ削減策を整
理し、優先的に取り組む課題を決定します。
できることから着実に実施していきましょ
う。

STEP

3 	 定量的な目標の設定

優先課題が決まったら、定量的な目標を設
定しましょう。具体的な数値目標を設定する
ことで、社内外でのコミュニケーションを円
滑にできたり、進捗状況の客観的な評価につ
ながります。

目標策定の事例

リバプール FC（イングランド）は前年
比10%のごみを削減することを誓約し、
マンチェスター・シティ（イングランド）
は 2025 年から 2026 年までにごみゼ
ロの組織となる目標を掲げています。

STEP

4 	 仕組み化

調達方針の見直しやスタジアムの出店規約
の変更により、ごみ削減を他部署や外部関係
者にも促す仕組みを導入できます。また、ご
み削減の意義や管理方法について定期的な説
明会を実施し、現場での実践をサポートする
ことで、よりスムーズに仕組みが導入できる
でしょう。
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ごみの削減／管理
試合後に山積みになる飲食容器、一度きりで捨てられるチケット類、選手寮から出る食品

廃棄物など、どうしても多くのごみが出てしまいますよね。クラブの運営上、仕方がない

側面がある一方で、既にお気付きかもしれませんが、ごみの処理過程でも多くの温室効果

ガスが発生し、気候変動にも影響を与えています。

そんな中、近年はリユースカップや電子チケットなど、ごみを出さない新しい技術やサー

ビスも登場し、スタジアムでのごみ削減の可能性が広がっています。そして、選手・スタッフ、

ファン・サポーター、地域の方々に影響力のあるＪクラブがごみの削減に取り組むことで、

その学びはおのおのの日常生活へと広がり、社会全体でのごみの削減にもつながることが

期待できます。
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ごみの削減の手段

3R（リデュース、リユース、リサイクル）は聞いたことがあるのではないでしょうか。ここでは、
ごみの削減・管理に向けて、より詳細な分類である 6 つの R を紹介します。最も環境負荷を減ら
せる方法を左から順に並べています。まずはReduce（削減）から検討し、どうしてもごみになっ
てしまうものについては、最後の手段としてRecycle（リサイクル）を考えましょう。

Reduce（削減）

全ての取り組みの基本となる「作る・使
う量を減らす」考え方です。必要以上の
物を購入しない、使い捨ての物はなるべ
く使わないなど、日々の業務の中で意識
できる部分が多くあります。
◯�浦和レッズは、シーズンチケットの
IC カード化とQRチケットの導入に
より、紙の使用量を大幅に削減してい
ます *3。

◯�ブレントフォード FC（イングランド）
は 2021 年にホームキットを 2年サ
イクルで更新すると発表しました。
ファン・サポーターのお財布にも環境
にも良い取り組みで、ファン・サポー
ターからも好評を得ています *4。

Reuse（再利用）

修理などの手を加えずに、そのままの状
態で繰り返し使用すること。まだ使える
物を譲り渡したり、シェアしたりする仕
組みも含まれます。
◯�北海道コンサドーレ札幌は、ブックオ
フコーポレーション株式会社と連携
し、スタジアムに専用の古本回収ボッ
クスを設置。集まった古本の買取額は
クラブの活動に活用される仕組みに
なっています *5。

Repair（修理）

壊れた物を修理して長く使い続けるこ
と。修理は物を大切にする組織文化の醸
成にもつながります。また、修理を通し
てさらにその物に愛着が湧くきっかけに
もなり得ます。

�Repurpose（再活用）

素材はそのままに、少し手を加えて異な
る製品に作り変えること。リメークや
アップサイクルとも呼ばれます。リサイ
クルのように原料に戻す工程は必要な
く、分解・組み立てなどの作業で新たな
価値を生み出すことができます。
◯�セレッソ大阪は、スタジアムで使用し
たバナーをトートバッグに、選手が試
合で着用したユニフォームのパンツを
サコッシュに生まれ変わらせ、アップ
サイクルオークションを実施していま
す。また、ホームゲームにてファン・
サポーター向けにバナーを使用したコ
インケースを製作するアップサイクル
ワークショップも開催しています *6。

�Rot（堆肥化）

自然由来の素材を土に返すこと。コンポ
ストとも呼ばれ、産業型の大規模な設備
から小規模でも始められる仕組みまで、
さまざまな手法があります。
◯�湘南ベルマーレでは、食堂から排出さ
れる残渣 (野菜の切れ端やフルーツの
皮など )をコンポストへ投入し有機土
壌を作りました。その有機土壌を地
域にお裾分けしてミニトマトを栽培。�
環境活動を通じた地域とのつながりに
も貢献しています *7。

�Recycle（リサイクル）

使用済みの製品を回収・分別し、原材料
として再利用すること。ただし、リサイ
クルには多くのエネルギーと手間がかか
るため、他の 5 つの R を優先的に検討し、
それらが難しい場合の選択肢として考え
ることをお勧めします。水平リサイクル
についてはこちら P83 & P85参考資料

*1	 �環境省 (2024)、「廃棄物分野における地球温暖化対策について」、
	 https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/sangyo_gijutsu/chikyu_kankyo/ondanka_2050/pdf/004_06_00.pdf
*2	�環境省 (2024)、「一般廃棄物の排出及び処理状況等 ( 令和 4 年度 ) について、
	 https://www.env.go.jp/press/press_02960.html
*3	�浦和レッズ、「浦和レッズ SDGs」、https://www.urawa-reds.co.jp/club/sdgs.php
*4	�Brentford FC(2024), "BRENTFORD FCSUS TAINABILITY REPORT", 
	 https://res.cloudinary.com/brentford-fc/image/upload/v1733313390/Sustainability-Report2024-Final_bz5oaw.pdf
*5	�北海道コンサドーレ札幌 (2024)、「4/20( 日 ) 藤枝戦 : ブックオフ×コンサドーレ「PASS」協賛活動の実施について」、
	 https://www.consadole-sapporo.jp/news/2025/04/11532/

*6	�セレッソ大阪 (2024)、「アップサイクルオークション開催 !」、https://www.cerezo.jp/news/2024-1115-1730/
*7	�湘南ベルマーレ (2023)、「湘南ベルマーレ x TIS 株式会社「湘南地域に繋ぐ栄養満点 有機土壌でミニトマト栽培	

プロジェクト ~ 将来を担う子ども たちのためにサステナブルな健康をプレゼント ~」開始のお知らせ」、	
https://www.bellmare.co.jp/327319
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リユースカップから始まった、
ヴァンフォーレ甲府と地域との信頼関係

2000 年の経営危機を乗り越え、入場者が増加したヴァンフォーレ甲府。しかし、喜ばしい

状況の一方で、新たな課題が浮上していました。スタジアムのある公園に備え付けられた

ごみ箱があふれかえっていたのです。

このごみ問題への対応として、地元企業と NPO の協力の下、2004 年にリユースカップの

導入が始まりました。

その導入の経緯や運営方法、今後の展望についてお話を伺いました。

―リユースカップの導入当初、周りの方から
はどのような反応がありましたか。

売店の方々からは戸惑いの声が上がりまし
た。実際には返金される仕組みであるにもか
かわらず、デポジットによって「価格が上が
る」と誤解されることもありました。「こん
なの難しいでしょう」という空気が漂う中、
粘り強くその意義を説明することにより理解
を得ていきました。

現在では、スタジアム内 4 カ所に設置さ
れた「エコステーション」で回収を行ってい
ます。お客さまは飲み終わったカップを返却
することで、デポジットとして預けた 100
円を受け取ることができます。売店との覚書
にリユースカップの使用が明記されているこ
ともあり、飲料の提供は 100% リユースカッ
プです。

―運営体制と費用面はどのようになっている
のでしょうか。

運営面では、私たちヴァンフォーレが
NPO 法人からリユースカップを受け取り、
売店へカップを提供、エコステーションを設
営し回収を行います。試合後、NPO 法人に
カップを返却します。NPO 法人への支払い
やエコステーションの設置などの費用につい
ては、売店は使い捨てカップと同程度の金額
を負担し、それを超える費用はクラブが負担
しています。その原資として、社会共創パート
ナー企業からの支援を活用しています。現在
は10を超えるパートナー企業さまに支えて
いただいています。

回収率は通常 95% 程度と高水準を維持
しています。2022 年に一時的にデポジッ
ト制を中止した際に紛失率が上昇したため、
2023 シーズンには制度を復活させました。

―この活動に携わる中で、やりがいを感じる
瞬間はありますか。

エコステーションでリユースカップが積み
上がっていく様子を見て、ごみ問題への貢
献を実感できることが何よりうれしいです
ね。お客さまが多い試合では回収作業に追わ
れることもありますが、それも環境保全に
貢献している実感として前向きに捉えてい 
ます。

最近ファンの方に実施したアンケートで
は、リユースカップの利用が環境意識の向上
に繋がっているといった声や、クラブの環境
活動にもっと関わりたいという声を多くいた
だきました。リユースカップを起点に、ファ
ンの皆さんの環境意識は着実に根付いている
と感じています。
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NPO法人 ヴァンフォーレ
甲府

ヴァンフォーレ甲府 リユースカップ運営フロー

売　店

お客さん

社会共創
パートナー

カップ提供 カップ提供

カップ返却

委託料 一部負担
+ 　　 100 円

販売

使用後カップ返却

追加費用の支援

エコ
ステーション

100円

100円

：デポジット代
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―リユースカップを通じてパートナー企業と
の関わりに変化はありましたか。

リユースカップを 20 年続けてきたこと
で、環境活動に対する信頼をいただけるよう
になりました。企業の方々から「ヴァンフォー
レと一緒に環境活動をやりたい」というお声
を掛けていただくこともあります。

その一つが、廃棄物処理業者さんと連携し
て設置しているリサイクルボックスです。県
内十数カ所に、ヴァンフォーレのマスコット
やエンブレムを活用したリサイクルボックス
を設置させていただいています。これによ
り、スタジアムに来場されない市民の方々に
もヴァンフォーレのことを知っていただけま
すし、回収された段ボールなどの有価物はク
ラブの強化費としても活用させていただいて
います。

―社会のごみ削減に貢献しながら、クラブや
パートナー企業の収益も向上する三方良しの
取り組みですね。最後に、今後の展望をお聞
かせください。

私たちは、スタジアムで使用する食器をす
べてリユース食器に切り替えることを目指し
ています。ふた付き容器への対応や食べ残し
との関係など、現実的な課題はありますが、
リユース食器 100％の実現に向けて取り組
みを続けています。あわせて、ごみの削減だ
けでなく、より細かな分別の仕組みづくりに
も力を入れています。

スタジアムに足を運んでくれるサポーター
はクラブを応援してくださるお客さまでもあ
るため、環境に対する理想の追求と商業的な
現実のバランスを取ることの難しさも感じて
います。でも、リユース容器を使ったり、ご
みを分別することはかっこいいし、真にサッ
カーを楽しめると思うのです。そんな考えを
もっと多くの方々と共有していきたいと私自
身は考えています。

一般社団法人ヴァンフォーレスポーツクラブ
クラブマネジャー
渡辺 敬太さん
公的機関での勤務を経てクラブへ転職。もともと熱烈なサ
ポーターだったことが、その決意を後押ししました。現在
は一般社団法人部門で、行政での経験を生かしながら地域
との連携を担当しています。
プライベートでは SUP など自然の中での遊びが好きで、そ
のフィールドを守るため、富士山周辺でのごみ拾いや海で
のビーチクリーンに参加、またレイククリーンやリバーク
リーンを主催するなど環境活動を行ってきました。環境保
護への関心が深かったこともあり、クラブでの環境活動に
も大きなやりがいを感じています。
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エコステーションに積み上がるリユースカップ。 エコステーションでリユースカップの回収と返金を行
います。

街中に設置されているリサイクルボックス。

©VFK ©VFK
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なぜ重要なのか

気候変動と水資源の関係性

気候変動の影響により、日本の水資源を取
り巻く環境は厳しさを増しています。将来的
に無降水日数の増加や積雪量の減少が予測
されており、渇水の頻発化や長期化が懸念
されています *1。天然芝の管理や施設の維持
に水を必要とするサッカークラブにとって、
水資源への配慮は今後さらに重要になるで 
しょう。

さらに、水の使用自体がエネルギー消費と
CO2 排出につながっていることも見逃せま
せん。水をきれいにする浄水場、各家庭へ届
けるポンプ、汚れた水を浄化する下水処理場
など、あらゆる水の供給・処理プロセスで電
力が使われており、その分の CO2 が発生す
るのです。

節水対策は経営面でもプラスに

日本では水資源そのものは比較的安定して
いますが、人口減少の影響などで水道インフ
ラの維持費が増加しており、水道料金は全国
的に上昇傾向にあります。スタジアムやクラ
ブハウスなど、大規模施設を運営するクラブ
にとって、水の無駄を減らす取り組みは、運
営コストの安定化につながる有効な手段とい
えます。

防災拠点としての役割

スタジアムやクラブハウスは地域の防災拠
点としての役割も担っており、災害時には避
難者を受け入れる可能性があります。雨水利
用システムなどの代替水源の確保や、日頃か
らの効率的な水利用の実践があれば、いざと
いうときの強みになるでしょう。

伸び代がある日本の水利用

日本は世界有数の水消費大国であり、一人
当たりの生活用水の使用量は世界第 2 位 *3。
生活の中での水の効率的な利用には、まだま
だ伸び代がある国だといえそうです。Ｊクラ
ブから水の効率利用について発信して、ファ
ン・サポーターにもその取り組みの輪を広げ
ていきましょう。

（出典 : TOTO*2）
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水の効率的な利用
日頃、当たり前のように使っている水。スタジアムでの天然芝の管理。トイレやシャワー

の利用。選手やスタッフの日々の活動で、どのくらいの水を利用しているでしょうか。	

気候変動の影響で水資源を取り巻く環境が厳しさを増す中、効率的な水の利用は環境面で

も経営面でも重要になってきています。クラブが率先して、節水設備の導入をはじめとす

る環境負荷のより少ない水の使い方を実践し、それを発信することで、ファン・サポーター

や地域の方々を巻き込んだアクションができるかもしれません。
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実践のアイデアと取り組み事例

サッカークラブにおける水の効率的な利用

STEP

1 	 水使用量の把握と分析

他の施策と同様に、現状把握から行っていきましょう。スタジアムのトイレ、売店、シャワー室、
練習場のピッチ散水設備、クラブハウスなど、施設ごとに定期的な使用量の記録を開始します。得
られたデータを分析することで、費用対効果の高い節水対策を優先的に実施することができます。

STEP

2 	 節水設備の導入

従来の設備よりも水の使用量を抑えられる節水型の設備の導入を検討することで、快適性を保
ちながら使用量を削減できます。例えば、節水型トイレ、節水シャワーヘッド、節水型洗濯機な
どです。さらに、蛇口からの水量を調整するための流量調整装置を導入することにより、無駄な
水の使用を抑えることができます。

衛生的な環境を維持できる無水小便器

◯�トッテナム・ホットスパー FC（イングランド）は、無水小便器を導入しています *4。�
無水小便器とは、従来の水洗式と異なり、水を一切使用せずに衛生的な環境を維持できる
小便器です。特殊なシステムが備え付けられており、適切なメンテナンスを行えば臭気の
発生も防ぐことができます。
　�トッテナムに導入された無水小便器は、1台当たり年間最大 10万リットルもの節水を�
実現。大幅な節水により、水道代の節約に貢献しています。さらに、水の供給や処理に�
必要なエネルギーも削減できるため、CO2排出量の削減にもつながっています。また、水
を使用しないため、配管の詰まりが少なく、清掃も従来型より簡単で短時間で済むこと�
などから、維持管理の面でもメリットがあります。
　�新しい技術の発展に伴い、環境負荷の低減とランニングコストの削減を同時に実現させる
方法が、まだまだあるかもしれません。

雨水利用システムの導入

スタジアムの大きな屋根面積を生かした雨水利用は、水資源の有効活用に大きく貢献
するだけでなく、防災対策にもなります。東京ドームや国立競技場などでも雨水利用
設備が導入されており、トイレ洗浄水や芝生への散水に雨水が利用されています *5。 
スタジアムの雨水利用設備の導入には大規模な工事が必要ですが、クラブハウスや事務所な
ど小規模な施設であれば、手頃な価格で短期間で設置できる設備もあります。

芝生管理の最適化

芝の散水を適切なタイミングで行うことで、水の使用量を抑えられます。また、散水を夜間
に行うことで、蒸発による水分損失が抑えられます。
◯芝生の状態を正確にモニタリング
　�リバプール FC（イングランド）は上記に加え、IoTセンサーを活用して土壌水分量を継
続的に測定し、気象データと連動させることで、芝生の状態を正確にモニタリングしてい
ます。これらのデータを基にした自動散水システムにより、必要な場所に必要な量だけ散
水を行うことで水の使用量を削減 *6。この新しいピッチでは、水分量が常にコントロール
されているため、芝生の乾燥を防ぐことができます。その結果、試合のスピード感も上がり、
リバプールのホームスタジアムでの勝利にも貢献しているそうです *7。

補助金のヒント

多くの自治体で雨水利用に関する補助制度があります。「雨水利用　補助金」で検索してみて
ください。

参考資料
*1	 �国土交通省 (2024)「令和 6 年版 日本の水資源の現況」
	 https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/mizsei/content/001856487.pdf
*2	�TOTO「水回りから環境を考える」https://jp.toto.com/company/csr/csractivity/value/
*3	水道技術研究センター (2017)「世界の生活用水使用量マップ」
	 https://www.jwrc-net.or.jp/research-development/map/shiyouryou_map.html
*4	��EcoProd, "Tottenham Hotspur Stadium" https://www.ecoprod.co.uk/case_studies/tottenham-hotspur-stadium/
*5	国土交通省「雨水利用事例集」https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/mizsei/content/001737750.pdf
*6	�Liverpool FC (2021), "Reds take steps to help tackle water crisis", 
	 https://www.liverpoolfc.com/news/announcements/429485-reds-take-steps-to-help-tackle-water-crisis
*7	�The New York Times Athletic (2020), "The secrets of Fortress Anfield and ‘a pitch as finely tuned as the athletes who play on it’",
	 https://www.nytimes.com/athletic/1570062/2020/02/02/liverpool-anfield-fortress-pitch/
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なぜ重要なのか

食と気候変動の深いつながり

世界の温室効果ガスの約 1/3 が、食に関
わるシステムから排出されています *1。これ
には、農作物や家畜を育てる過程、農地開拓
のための森林伐採、食品の輸送や廃棄による
排出量も含まれています。しかし、日本では
こうした事実はまだまだ知られておらず、サ
ステナブルな農業や食事の選択肢もあまり広
まっていないのが現状です。

食の見直しが生む、クラブの新しい可能性

スタグルは、ファン・サポーターとの接点
の一つとなっていますし、それを楽しみに来
場する方もいらっしゃいますよね。加えて、
選手やスタッフに食事を提供しているクラブ
も数多くあります。だからこそ、Ｊクラブか
ら食を見直すことで、お客さんや選手・スタッ
フに与えるインパクトも大きいのです。環境
に配慮した新しい選択肢を多くの人に提示で

きれば、ファン・サポーターや選手・スタッ
フの多様な食の好みに応える可能性も広がり
ます。さらに、より温室効果ガス排出量の少

ない有機農業やプラントベースの需要を創出
することで、そうした持続可能な食材を生産
する人々を応援することにもつながります。

実践のアイデアと取り組み事例

食を見直すときには「どんな農法で作られたか」「何から作られているか」「どこで作られたか」
に目を向けてみましょう。

持続可能な農法の選択

化学農薬や化学肥料の使用削減は、それ
らの生産過程で発生する温室効果ガスの
排出抑制につながります。また近年、世
界的に注目を浴びているのが不耕起（土
を耕さない）栽培です。土壌は大量の炭
素を蓄えることができますが、耕起（耕
すこと）によって土壌中の炭素が大気中
に放出され *2 るため、不耕起栽培はカー
ボンファーミングとも呼ばれています。
持続可能な農法を採用することで、環境
負荷の低減と健全な土壌の維持につなが
ります。

独自の農業ブランドを設立

トッテナム・ホットスパー FC（イング
ランド）は、自前の農場を所有し、トッ
プチームやアカデミーの選手たちに新鮮
な有機野菜や果物を提供しています。
日本でも先進的な取り組みが始まってい
ます。水戸ホーリーホックは地域課題の
一つである農業に着目し、2021 年から
独自の農業ブランドを設立。化学肥料を
使用しない農法での栽培に挑戦していま
す。慣行農法とは異なる栽培方法で試行
錯誤の時期もありましたが、現在では地
域の理解も深まり、持続可能な農業の新
たなモデルケースになりつつあります。
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プラントベース食品／低炭素食品
試合当日、スタジアムで提供される飲食（スタグル）。選手やスタッフが日々口にする食事。

「食」とサッカークラブはどのような関わりがあるのでしょうか。気候変動が深刻さを増す

今、食の在り方も大きな転換点を迎えています。農業や畜産など食にまつわる産業は、世

界の温室効果ガスの主要な排出源の一つになっています。選手・スタッフの食事やスタグ

ルを改めて見直し、体にも環境にも優しい選択肢を提供することで、食を通して持続可能

な未来を創造していくことができるかもしれません。この章では、農作物の栽培方法から

プラントベース食品の導入まで、具体的な取り組みのヒントを示していきます。

©MITO HOLLYHOCK
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プラントベース食品の導入

プラントベースとは植物由来の原材料を
使用した食品です。日本の農林水産分野
の温室効果ガス排出量の約 30% が畜産
業に由来していることから、肉食の代わ
りとなる植物由来の食事をオプションに
加えることで、温室効果ガスを削減する
効果が期待できます。また、宗教や信条
による食事制限がある方々にも食事の選
択肢を提示することができます。導入の
際は、どのメニューがプラントベースな
のかを明確に表示することで、選択肢を
より分かりやすく提示することができ 
ます。
実は、野菜の天ぷら、精進料理、豆腐を
使った料理など、日本の食文化には既に
多くのプラントベースの料理が存在しま
す。工夫次第で、また視点を変えてみる
ことで、既存のメニューの中からプラン
トベースの選択肢を見出したり、少しの
アレンジで新たなメニューを開発できる
可能性があります。

プラントベースの食事を提供

イングランドのプレミアリーグでは、全
てのクラブのスタジアムでプラントベー
スの食事が提供されています。これは環
境への配慮だけでなく、多様な価値観を
持つファン・サポーターへの包括的な
サービス提供という側面も持っていま
す。トッテナム・ホットスパー・スタジ
アムでは豆腐カツカレーがプラントベー
スフードとして提供されており *3、日本
の食材や調理法がプラントベースと相性
が良いことを示しています。さらに同ク
ラブは公式アプリやメールを活用し、試
合当日に提供されるプラントベースメ
ニューについて発信しています。

地産地消

地産地消の推進は、地域の農家との関係
性を深め、地域経済を活性化させる重要
な取り組みです。食材の輸送距離が短く
なることで、温室効果ガス排出量も削減
でき、環境にも優しい選択といえるで
しょう。
地元食材を活用することは、地域の魅力
を伝える機会にもなります。選手・ス
タッフ食堂でこれらを取り入れること
で、チームと地域社会との結び付きが自
然と強まっていくでしょう。
食材を選ぶときには、農法にも目を向け、
環境負荷の少ない持続可能な栽培方法で
育てられた地元産の食材を優先的に選ぶ
ことで、さらに環境への貢献を高めるこ
とができます。

鹿児島県産の食材を使用

鹿児島ユナイテッド FC では、スタグル
の出店者に対して、可能な限り鹿児島県
産の食材を使用することを条件として定
めています。また、メニューには県産食
材であることを明示し、地域の食材への
認知度向上にも努めています。

参考資料
*1	 �Food and Agriculture Organization of the United 

Nations (2022) "Greenhouse gas emissions from 
agrifood systems Global, regional and country trends, 
2000–2020”

	 �https://openknowledge.fao.org/server/api/
core/bitstreams/121cc613-3d0f-431c-b083-
cc2031dd8826/content

*2	�朝日Global (2022) “人類は耕しすぎた　大量の炭素が
大気に放出 不耕起栽培、「封印」策として期待集まる”

	 https://globe.asahi.com/article/14718938
*3	 �Tottenham Hotspur (2024), "Passionate About Our Planet",
	 �https://www.tottenhamhotspur.com/the-stadium/

passionate-about-our-planet/
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食べるだけで気候アクション

「おいしい」が、気候を守る選択になる時代へ
持続可能な食の取り組みは、日本全国に広がり始めています。茅ヶ崎をベースに事業を営

む「はちいち農園」では、衣川木綿さんと晃さんが気候変動の緩和につながる「不耕起栽培」

という農法で大豆を育て、その大豆から「SOYSCREAM!!!」というプラントベースのアイス

クリームを製造・販売しています。お二人の取り組みと、食を通じた気候アクションにつ

いて、お話を伺いました。

―はちいち農園では、土を耕さない「不耕起
栽培」という農法に取り組んでいますよね。
不耕起栽培を始めたきっかけや、そこに込め
た思いを教えてください。

最初は単純に、手作業でできて楽しそうと
いう直感的な理由で不耕起栽培を始めました。
その過程で、不耕起栽培が土壌の再生や気候
変動対策に効果的だと分かり、この農法をもっ
と広めたいと考えるようになりました。

そこで思いついたのが、不耕起栽培の大豆

を使ったアイスクリーム、SOYSCREAM!!!
です。「食べれば食べるほど、土壌が健康に
なり、気候変動対策にもなる」─プラント
ベースや不耕起栽培という言葉を知らない人
でも、SOYSCREAM!!! を食べるだけで自然
と環境保護に貢献していた！という仕組みに
なっています。

現在は、はちいち農園だけでなく、同じ思
いを持つ他の農園で育った不耕起栽培の大豆
も使って SOYSCREAM!!! を作っています。

―SOYSCREAM!!! の収益を提携農家さんに
還元する仕組みもあるそうですね。社会や環
境にいい取り組みを続けながら、ビジネスも
成り立たせる──そこにはいろいろな工夫や
考えがあると思います。どんなことを大切に
されていますか。

短期的な利益も、もちろん大切です。でも、
今の社会はそれだけを追い求め過ぎている─
─そんなふうにも感じています。

私たちは、自社の利益を少し抑えてでも、
より良い分配を実現したいと考えています。
提携農家さんの利益が上がること、それは巡
り巡って、私たち自身の利益にもつながって
いく。

目先の利益は一時的に減るかもしれませ
ん。それでも、ソーシャルインパクトと信用
を積み重ねることで、結果として経済的な価
値も後からついてくるんです。
―それは、地域への貢献を通じて成長を目指
すＪクラブの理念とも通じる考え方ですね。
農業参入や不耕起栽培の実践を考えるクラブ
へのアドバイスはありますか。

不耕起栽培は、周辺の農家さんの理解を得
るのが難しいこともあります。でも、私たち
は不耕起栽培が正しくて、全ての農地が不耕
起栽培になれば良いと考えているわけではあ
りません。そうなると野菜が不足したり価格
が高騰したりする恐れもあります。むしろ「不

耕起栽培という選択肢もある」ということを
提示したいんです。大切なのは、たとえ農法
や考え方が違ったとしても、全ての農家さん
へのリスペクトを忘れず、積極的にあいさつ
するなど、しっかりとコミュニケーションを
取って信頼関係を築いていくこと。自分たち
が周りの農家さんとトラブルを起こしてしま
うと、後に続く人たちもやりにくくなってし
まいますから。
―最後に、Ｊリーグへの期待をお聞かせくだ
さい。

有機栽培や不耕起栽培を実践しても販売先
がないという課題があり、いかに消費者を巻
き込んでいくかが重要になります。ファン・
サポーター、そして地域の多くの方々とつな
がりのあるＪクラブが主導し、例えばスタグ
ルを通して食の選択肢を増やしていただける
とありがたいです。農家にとってはそれらの
農法を実践する理由ができますし、消費者に
とっても食の選択肢が広がり、食を通した気
候アクションがより身近になっていくのでは
ないでしょうか。

また、Ｊクラブは日本各地にあるので、そ
の強みを生かせると思います。例えば、各地
に点在する不耕起農法の農家さんの大豆を
使ったり、その土地の名産品とコラボしたア
イスクリームを作ったり。そういったコラボ
ができたら面白いですね。

SOYSCREAM!!!
衣川 木綿さん 晃さん

「一反でも多く土壌を再生し次の世代へ」をモットーに不耕起栽培を実
践し、誰もが食べるだけで環境活動にアプローチできるアイスクリー
ム「SOYSCREAM!!!」を開発、茅ヶ崎を拠点に美味しいと楽しいで未
来をつくる活動を続けています。

102	 食べるだけで気候アクション ―「おいしい」が、気候を守る選択になる時代へ 	 食べるだけで気候アクション ―「おいしい」が、気候を守る選択になる時代へ	 103

Jリーグ気候アクション Jリーグ気候アクションJ リーグ 気候アクションハンドブック J リーグ 気候アクションハンドブック

© はちいち農園

© はちいち農園

インタビュー



なぜ重要なのか

生物多様性は今、かつてない危機に

地球上の生物多様性は危機的な状況にあり
ます。現在の種の絶滅速度は、過去 1,000
万年の平均と比べて数十倍から数百倍にも達
しているといわれています。このまま対策を
講じなければ、推計 100 万種もの生き物が
今後数十年で姿を消してしまう可能性がある

のです。特に懸念されているのが「食」への
影響です。世界の作物の約 75％は動物によ
る受粉に依存しており、受粉者の減少は果物
や野菜など栄養価の高い作物の収穫量を減ら
し、価格や供給の安定性にも影響を及ぼすと
指摘されています *1。

サッカーも、生き物に支えられている

サッカーと生物多様性。一見、遠い存在に
思われますが、その関係性は私たちが考える
以上に深いものです。例えば、健康な土壌を
作り出す土中の生き物たちは、天然芝の育成
に不可欠です。また、花粉を運ぶ昆虫たちは、
グラウンド周辺の植物の生育を助け、それが
心地良い環境づくりに貢献しているのかもし
れません。つまり、生物多様性の損失は、私
たちが当たり前のように享受しているグラウ
ンドの質や、サッカー環境の維持にも大きな
影響を与える可能性があるのです。

自然と触れ合い、	
クラブとのつながりを深める機会に

生物多様性の保全活動は、Ｊクラブがファ
ン・サポーターとの関係性を深める機会にも

なるはずです。生物多様性の保全に関するイ
ベントを行うことで、訪れた人々が自然に触
れながらクラブとの関係性を育むきっかけに
なるかもしれません。自然環境の中での体験
は、ファン・サポーター同士やクラブとの一
体感を醸成する、楽しく意義深い時間となる
でしょう。

生物多様性も気候変動対策も

気候変動による環境の急速な変化が、地球
上のあらゆる場所での生態系を脅かし、生物
多様性の劣化を引き起こしています。例えば、
産業革命前と比べて 1.5℃から 2℃の気温上
昇であったとしても、陸上生物の分布が大幅
に縮小することが予想されています。だから
こそ、生物多様性の保全と気候変動対策、ど
ちらも推進していくことが重要なのです。
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哺乳類や両生類などで絶滅が急増。自然なペースを大きく超える速さで、種が失われています。
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生物多様性
スタジアムの緑の芝生、心地良い風、飛んでくる虫たち ... 実はこの何気ない風景も、さま

ざまな動物や植物、目に見えない微生物まで、たくさんの生き物によって支えられています。

しかし、この生物多様性が今、急速に失われています。開発による自然破壊、外来種の侵入、

気候変動などの影響で、多くの種が絶滅の危機に追い込まれているのです。生物多様性の

損失は CO2 を吸収する森林や土壌、海といった自然の仕組みが脅かされます。さらに、世

界の食料作物の約 75％が昆虫などの動物による受粉に依存しており、生物多様性の低下は

食の多様性や私たちの健康にもつながる問題です。

J クラブが生物多様性保全に取り組むことで、地域の自然環境を守ることにつながったり、

ファン・サポーターの環境意識を高め、地域全体での生物多様性保全に取り組む機運を高

めることができるかもしれません。

ACTION 09



実践のアイデアと取り組み事例

生物多様性のための実践アイデアはたくさ
んありますが、まずは実施のハードルが低い
ものや、クラブへのメリットが大きいものか
ら始めてみましょう。活動内容や、体系的な
生物多様性の保全戦略を定期的にファン・サ
ポーターやパートナー企業に共有することも
重要です。

気候変動対策と一体となった取り組み

気候変動と生物多様性の損失は密接に関係
しているため、まずは両方に効果的な対策
を検討してみましょう。国際サッカー連盟

（FIFA）が 2023 年に投稿した記事には、以
下の取り組みリストが掲げられました *3。大
半の項目が、このハンドブックの他の項目と
関連していることが分かると思います。

取り組みリスト

・�給水ステーションの設置とマイボトル
持参の呼び掛け P83

・�使い捨てプラスチックの削減 
P80

・�植物性食品の選択肢を増やすなど環境
負荷の少ない食品を選ぶ P98  

・�地元の公園やビーチの清掃イベント
・�植林や自然再生プログラム
・�きれいな空気を維持するため、徒歩、

自転車、公共交通機関の利用促進
　 P74

環境に配慮した芝生管理

サッカー場の要となる芝生の管理について
も、生物多様性の観点から考えてみましょう。

農薬使用の見直し

過剰な農薬使用は、標的とする害虫だけ
でなく、土壌微生物、有益な昆虫、鳥類
など、幅広い生物種に深刻な影響を与え
ます。農薬の使用量を必要最小限に抑え
たり、生態系への影響が小さい農薬に切
り替えることで生物多様性への影響を抑
えることができます。

水資源の有効活用

芝生管理と水資源について P97

地域・ファン・サポーターと共に取り組む活動

地域コミュニティやファン・サポーターを
巻き込みながら生物多様性の保全活動を行う
ことで、応援してくれる方々との関係性を深
めながら、生物多様性の理解を一緒に深める
ことができるでしょう。

緑地空間の創出

スタジアムや練習場の周辺空地を活用し
て、その土地特有の在来種を植えること
で、地域の生態系の維持や再生に貢献す
る空間に。特に都市部ではその空間が地
域の方や来場者の憩いの場、クラブとの
接点になる可能性があります。

FC 今治アシックスの里山スタジアムは
「今治市の自然・景観と共生しながら、
今治の魅力を再発見することができた
り、人と人が交流する場所をつくりたい」
という想いで造られました。スタジアム
には在来種を使用した庭や、季節の草花
が楽しめる空間があり、生物多様性に配
慮された空間になっています。

清掃活動の実施

定期的な清掃活動を通じて、地域の自然
環境の保全に貢献。特にプラスチックご
みが海に流れてしまうと、海洋生物に大
きな影響を与えることが分かっていま
す。また、ファン・サポーターや地域住
民の方と一緒に清掃活動を行い、きれい
な町づくりを通じて、クラブと地域の絆
を深めながら環境意識が高まるきっかけ
を提供できます。環境意識が高まること
で、クラブの他の気候アクションにも興
味を持ってもらえるでしょう。

自然観察会や勉強会を開催

地域の生物多様性を理解する機会となり
ます。どんな生物がいるのか、環境変化
によってその数や種類がどう推移してい
るのかを、ファン・サポーターや地域住
民と一緒に調査したり、学んだりするこ
とで、生物多様性の問題を自分ごとと
して捉えるきっかけになるかもしれま 
せん。

106	 生物多様性 	 生物多様性	 107

Jリーグ気候アクション Jリーグ気候アクションJ リーグ 気候アクションハンドブック J リーグ 気候アクションハンドブック

アシックス里山スタジアムの周辺に在来種を
植林している様子。

©FC. IMABARI



連携、補助金のヒント

連携のヒント

自然保護団体などの NPO との協力

日本財団と NPO 法人海さくらが 2015
年に立ち上げた海洋環境保全プロジェク
ト「Lead to the Ocean（LTO）」*4。
湘南ベルマーレから始まった活動です
が、現在では多くのＪクラブやＪリーグ
以外のクラブも参加しています。Ｊクラ
ブのスタッフや選手がファン・サポー
ターを巻き込んで、ホームスタジアム周
辺や地域の海岸で定期的なごみ拾いを実
施しています。

◯ �FC琉球は一般社団法人沖縄美ら島財
団と連携し、生物多様性に関する勉
強会を実施しています。FC琉球のマ
スコット「ジンベーニョ」は絶滅危
惧種であるジンベエザメ。そのジン
ベエザメに関する専門家からの講演
を通して、ジンベエザメの保全活動
について知ってもらい、環境問題を
考え直す機会を提供しています *5。

企業との協働

海洋マイクロプラスチックに問題意識を
持ち、海水中でも生分解する新素材で
ある「カネカ生分解性バイオポリマー 
Green Planet®」の普及を進めている株
式会社カネカ *6。鹿島アントラーズとオ
フィシャルパートナー契約を締結し、現
在では県立カシマサッカースタジアム

（現メルカリスタジアム）のグッズ売店、
飲食売店に Green Planet® 製のショッ
プ袋、カトラリーが採用されています。
また、株式会社カネカと共同でファン・
サポーターも参加できる海岸清掃活動も
企画しています。この清掃活動は地域の
海岸がきれいになるだけでなく「海洋マ
イクロプラスチック問題の解決を目指す
会社」としての認識を広める機会にも
なっているのではないでしょうか。

補助金のヒント

環境省の「生物多様性保全推進交付金 *7」を活用することで、国内の希少野生動植物種の生息
環境改善などの取り組みに対して 150 万円を上限に必要経費などの支援を受けることができま
す。他にも公益信託経団連自然保護基金などの民間団体も、生物多様性の保全に関わる助成金を
交付しています。

参考資料
*1	 �Our World in Data (2021), "How much of the world’s food production is dependent on pollinators?", 
	 https://ourworldindata.org/pollinator-dependence?utm_source=chatgpt.com
*2	�環境省（2019）、「IPBES 生物多様性と生態系サービス評価報告書（要約）」、
	 https://www.iges.or.jp/jp/publication_documents/pub/translation/jp/10574/IPBESGlobalAssessmentSPM_j.pdf
*3	�FIFA (2023), "Football Rewilded: Playing on Nature’s team at the FIFA Women’s World Cup 2023™", 
	 �https://www.fifa.com/en/tournaments/womens/womensworldcup/australia-new-zealand2023/information/

sustainability-football-rewilded?deliveryName=DM12963
*4	�LEADS TO THE OCEAN、「LEADS TO THE OCEAN とは」、https://www.uminitsuzuku.com/about/
*5	�FC 琉球（2023）、「3/26(日） 福島ユナイテッドFC戦　ジンベエザメに関する講演および巨大バルーン展示のお知らせ」、
	 https://fcryukyu.com/news/39226/
*6	�PR TIMES（2024）、「「綺麗な海を守りたい」海水中でも生分解する新素材でプラスチックごみを無くします」、
	 https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000025.000114127.html
*7	�環境省（2024）、「令和６年度生物多様性保全推進交付金（生物多様性保全推進支援事業）の 公募について」、

https://www.env.go.jp/press/press_02685.html
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2022 年 6 月、「神栖市 2022 海岸清掃」（主催：
神栖市海岸清掃実行委員会）に参加した鹿島ア
ントラーズと株式会社カネカ。

2023 年 3 月に開催された勉強会。
©KASHIMA ANTLERS©FC RYUKYU



なぜ重要なのか

クラブの気候アクションの土台づくり

社内教育を通じて各部署のスタッフが気候
変動について知り、対策を行う理由を理解
し、腹落ちすることで、日常業務を気候アク
ションの視点で捉え直すことが期待できま
す。例えば、試合運営スタッフは廃棄物削減

の工夫を考え、マーケティング部門は環境配
慮型グッズの開発に取り組み、営業やセール
スの担当者は気候アクションを軸としたパー
トナー企業との関係構築を模索し始めるかも
しれません。

みんなで育てる気候アクション

ファン・サポーターやパートナー企業への
環境教育も、クラブの気候アクションを支え
る重要な基盤となります。スタジアムでのご
み削減や、環境に配慮した交通手段の利用促
進には、ファン・サポーターの理解とパート
ナー企業の協力が欠かせません。これらの
方々の環境意識が高まれば、クラブの気候ア
クションへの応援につながり、その応援を通
じてクラブとの絆が深まり、クラブ自身もよ
り積極的な気候アクションに挑戦できる好循
環が生まれる可能性もあります。

地域と共に取り組む「教育」

教育という視点から、クラブが地域へ貢献
できる道も広がっています。「持続可能な開
発のための教育（ESD）」の重要性が国際的
に認識される近年、クラブが環境教育に参画
する期待も高まっています。発信力と教育力
を持つクラブは、地域の先生方の環境教育を
より良いものにするパートナーになるかもし
れません。

実践のアイデアと取り組み事例

クラブにおける環境教育の実践には、さまざまなアプローチが考えられます。具体的な進め方
のアイデアと、国内外のクラブによる先進的な取り組み事例をご紹介します。

準備段階でのポイント

環境教育を効果的に進めるためには、まず
協力者の発掘から始めてみましょう。パート
ナー企業や親会社のサステナビリティ部門、
地域の環境団体など、専門的な知見を持つ組
織との連携は、教育プログラムの質を高める
可能性があります。

また、クラブ内で既に行われている気候
アクションを体系的に整理することも重要
です。スタジアムでのごみ分別や節電、環
境に配慮した素材を使ったグッズなど、既
に行われている気候アクションを教育コン
テンツとして活用できる可能性があるから 
です。

社内向け教育

環境教育を組織全体に浸透させるためには、
役職や部署を問わない体系的なプログラムの
実施を検討してみてはいかがでしょうか。

全スタッフの必須研修

リバプール FC（イングランド）では「The 
Red Way Training」を全スタッフの必
須研修として位置付けています。さらに
スタッフだけでなく、アカデミーチーム
や U21 チーム、トップチームの選手た
ちにも、同様のトレーニングを展開して
います。クラブのインパクト担当ディレ
クターが講師を務め、クラブの環境方針
の紹介から、SDGs の基礎知識、そして
選手やスタッフ一人ひとりが気候危機に
取り組む上での役割まで、包括的な内容
を扱っています。
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教育
気候変動という大きなテーマに向き合うために、私たちに必要なのは、意識を変え、行動

を変え、仕組みを変えること。教育が、人々の意識が変わる大きなきっかけの一つになる

ことは間違いありません。Ｊクラブには、この学びの場を創造し、広げていく可能性があ

ると考えています。

クラブ内での環境教育は、スタッフがそれぞれの立場から気候変動についての理解を深め、

各自の業務を「気候アクション」という視点から考えるヒントになります。こうした学びが、

環境への取り組みに対する前向きな姿勢や自発的な行動を育む土壌となるのです。

さらに、パートナー企業や地域社会の中にも、サステナビリティについての教育に関心が

あったり、悩みを抱えていたりする方々もいると思います。Ｊクラブがそのような方々と

協力しながら学びの場をつくっていくことで、新たな気付きや取り組みが地域全体に広が

る一歩になるでしょう。
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さらに、それぞれの部署の業務に即した、
気候アクションのポイントを学ぶ機会を設け
ることも効果的かもしれません。例えば、試
合運営部門であれば廃棄物管理や省エネの実
践方法、マーケティング部門であればエシカ
ル（倫理的な≒人、生物、環境、社会に配慮
した考え方や消費の在り方）な商品開発のヒ
ントなど、具体的な業務に結び付く内容を取
り入れることで、より実践的で身近な内容に
なるでしょう。

また、環境への取り組みを一過性のものと
せず、定期的な振り返りや情報共有の機会を
設けることで、組織全体での意識向上と実践
の定着につながります。部署横断的なワーク
ショップや、好事例の共有会など、スタッフ
同士が学び合える場をつくることも検討して
みましょう。

ファン・サポーター、パートナー企業向け教育

ファン・サポーターやパートナー企業に向
けた環境教育は、社会全体の気候アクション
の機運醸成につながるはずです。クラブの気
候アクションへの理解と支持を広げる重要な
機会にもなります。

特に、試合日のスタジアムは多くのファン・
サポーターが集まり、環境教育の場に最適で
す。ごみの分別やマイボトルの持参のような
環境に配慮した行動に特典をつけるなど、楽
しみながら学べる仕掛けを用意することで、
より多くの人々に環境への関心を持ってもら
える可能性があります。

パートナー企業との関係においては、双方
向の学び合いの機会をつくることが効果的で
す。例えば、環境分野で先進的な取り組みを
行う企業から学ぶ機会を設けたり、逆にクラ

ブの環境活動についての理解を深めてもらっ
たりすることで、新たな協働の可能性が広が
るかもしれません。

パートナー企業向けセッション

ブレントフォード FC（イングランド）
では、パートナー企業向けにサステナビ
リティに関するセッションを実施してい
ます。また、ファン・サポーターとの対
話も重視し、サステナビリティをテーマ
にしたワーキンググループを設置。クラ
ブの優先課題について議論を行うとと
もに、ファン・サポーターとクラブの
間で関連トピックスへの認識を深める
場として活用しています。さらに、Fan 
Advisory Board と呼ばれるファンの声
をクラブに届けるための公式な話し合い
の場でもサステナビリティを議題として
取り上げ、クラブの取り組みについての
理解促進を図っています。

連携、補助金のヒント

連携のヒント

社内外で環境教育を行うには、多くの場合、専門知識が必要になるでしょう。しかし、皆さま
が環境の専門家になる必要はありません。専門家の協力を得ながら少しずつ必要な知識を吸収し
ていけば良いのです。頼りになる専門家の一例を紹介していきます。

大学との連携

アカデミックでも気候変動や環境問題は
重要な分野です。地域の大学にも専門分
野の研究者がいるでしょう。環境学部、
工学部、農学部、スポーツ科学部などの
学部で探してみてください。スポーツク
ラブとの連携に魅力を感じる研究者も多
いでしょう。実践的な研究フィールドに
なったり、学生たちの研究や学習の機会
創出にもつながります。教育での連携だ
けでなく、研究者の専門性とスポーツク
ラブの実践力を組み合わせることで、新
しい取り組みが生まれることもあるかも
しれません。
清水エスパルスは静岡大学の先生を講師
に招き、静岡県地球温暖化防止活動推進
センターの協力を得て「カーボンニュー
トラル社内研修会」を実施しました *1。

パートナー企業との連携

既に先進的な気候アクションを行ってい
る企業も多くあります。環境部門やサス
テナビリティ推進部門の担当者と連携す
ることで、クラブ内への環境教育を効果
的に行えるかもしれません。
SC相模原では、パートナー企業である
ブックオフグループホールディングス株
式会社と連携し「ブックオフ SDGs セ
ミナー」を開催。トップチームやジュニ
アユースの選手向けに、同社の担当者が
SDGsの取り組みについて学ぶ機会を提
供しました *2。

また、ファン・サポーターや地域社会へ
の環境啓発をパートナー企業と行うこと
で、スポーツクラブならではの発信力を
生かした環境教育を実施できます。
イングランドのマンチェスター・シティ
は、水処理技術企業のXylemと協働で、
水資源の重要性を訴える動画を作成。国
連の持続可能な開発目標（SDGs）の達
成状況を「試合の前半が終わった」状態
に例え、17の目標の中で特に水資源に
焦点を当て、残り時間での団結と行動の
重要性を呼び掛けています *3。
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非営利団体との連携

気候変動や環境保護の問題に取り組む非営利団体には、豊富な実践経験と専門的な知見が蓄
積されています。これらの団体との連携により、クラブの環境活動の幅を大きく広げられる
可能性があります。たとえば、環境教育の専門性を持つ団体と協力して、試合日のイベント
や子ども向けサッカースクールでの環境プログラムを実施したり、生物多様性の保全に取り
組む団体にスタジアムでのブース出展やワークショップを依頼できるかもしれません。地域
に根ざした非営利団体との連携は、専門知識の獲得だけでなく、継続的な環境活動の展開も
期待できるでしょう。

補助金のヒント

スポーツクラブが実施する環境教育活動には、実はさまざまな助成金を活用できる可能性があ
ります。特に、ファン・サポーターや地域の方々を対象とした非営利の環境教育活動については、
複数の団体が支援を行っています。

以下では、支援規模が大きく、環境教育活動に活用できる代表的な 2 つの助成金制度をご紹
介します。いずれも、環境教育も含めて幅広い活動に対して助成を行っています。

地球環境基金

独立行政法人環境再生保全機構が運営す
る日本最大規模の環境助成プログラムで
す。環境保全に取り組む NGO・NPO
の活動を支援することを目的とし、助成
金額は 50 万〜 1,200 万円です。

経団連自然保護基金

経団連自然保護協議会が運営する助成プ
ログラム。国内外の自然保護活動を支援
しており、生物多様性に関する環境教育
も対象になっています。助成金額は数
十万〜 2,000 万円です。

参考資料
*1	 �清水エスパルス（2023）、「9/26（火）『カーボンニュートラル社内研修会』実施報告」、	

https://www.s-pulse.co.jp/news/detail/52249
*2	�SC 相模原（2022）、「SC 相模原の選手たちがブックオフ SDGs セミナーを受講しました」、	

https://www.scsagamihara.com/news/post/20220921003
*3	�YouTube (2024), "Half Time: All To Play For – Xylem and Manchester City", 	

https://www.youtube.com/watch?v=pIA2tEQUFDQ
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地域の未来を、子どもと共に耕す

湘南ベルマーレが育む「サステナトレセン」
株式会社 shikakeru が開発した「サステナトレセン※」、通称サストレは、日本サッカー界

の優れた人材育成システム「トレセン（トレーニングセンター）制度」をモデルにした、	

実践的かつエンターテインメント感あふれるサステナビリティ人財育成プログラムです。

その第一弾として、湘南ベルマーレが茅ヶ崎市と連携し、2024 年度に取り組みをスタート

しました。

このプログラムでは、地域の小学生たちがサステナビリティについて考え、参加企業の大

人たちと一緒にアイデアをブラッシュアップします。発表会当日、会場に入り切らないほ

ど集まった保護者や地域の人々を前に、子どもたちは熱意あふれるプレゼンテーションを

行いました。

株式会社 shikakeru と共にサストレを湘南で実装させてきた湘南ベルマーレのブランド＆メ

ディア部部長の風村ひかるさんと、代表取締役副社長の大多和亮介さんに話を伺いました。

―今日はよろしくお願いします。サステナト
レセン（サストレ）とはどのような取り組み
なのでしょうか。

風村さん　サッカーのトレセン制度のよう
に、子どもたちがサステナビリティについ
ての学びを深める場を創出したいと考え、 

※サステナトレセンは株式会社 shikakeru の登録商標です。

2024 年度から始めた取り組みです。
クラブとしても、サステナビリティの領域で
地域としっかり連携したアクションを展開し
たいという思いがありました。そんな中で、
J リーグの「シャレン！」などの活動で以前
からご一緒していたメンバーが立ち上げた株

式会社 shikakeru さんから「サステナトレ
セン」という新しいプロジェクトの提案をい
ただきました。私たちも「これはぜひ一緒に
やりたい！」と、取り組みがスタート。初年
度は公立小学校 2 校を対象に実施しました。

年間を通して全部で 6 回程度、私たちが学
校を訪問して継続的にセッションを行って
います。最初は、私たちが学校を訪問し、

「SDGs って何だろう」「サステナビリティっ
て何だろう」という基本的な話と、サステナ
ビリティを身近に感じてもらうためにベル
マーレの取り組みを紹介します。その後、夏
休みの宿題として、自分の興味のあることと
サステナビリティを掛け合わせて調べる課題
を出します。

夏休み明けには子どもたちが調べてきたこと
を発表し合い、10 月には再度訪問して「サ
ステナビリティに対してどんなことをやりた
いか」というセッションを本格的に行います。
サステナビリティは広いテーマなので「みん
なが住み続けたくなる街ってどんな街？」と
いう問いかけから始めました。例えば、「海
が汚いな」と思っている子は「海がずっとき
れいであってほしい」と考え、そのために何
ができるかを具体的に考えていく。

地球の未来を担う「サステナプレイヤー」を育成！
サステナトレセン2024 4つのステップ

Step1「まなぶ」 Step2「えがく」 Step3「まざる」 Step4「うごく」

1月8月7月 2月12月11月10月9月 3月

事前授業 学内プレゼン
セッション

中間
セッション

アイデア
セッション

事前授業

サステナビリティ、SDGsの
考え方、具体事例、地域の課題

などについて学習する

「このまちに住み続けたくなる」
アイデアを子どもたちが

自由に描く

サストレ企業からの
アイデアと融合し

さらにアイデアを磨く

子どもたちが自分たちで
実践したいアクションを起こす

（一部企業との連携も）

みんなが住み続け
たくなる茅ヶ崎の
まちを調べる

子どもが
アイデアを

描く

アイデアを発表し
カタチにする
仲間を募る

子どもと大人が
一緒にアイデアを

考える

アイデアを動いて
カタチにしてみる

これまでの成果を
発表する

子どものアイデアを
起点に大人も考える

夏休み

＜宿題＞
興味のある

SDGs×◯◯の
事例を調べる

冬休み

サステナイレブン
ミーティング

サストレアクション
期間

サステナトレセン
成果発表会

（提供：湘南ベルマーレ）
サストレの実施スケジュール。
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2025 年 3 月 5 日に行われた発表会。子どもたちから「住み続けたくなる街」をテーマに
サステナビリティに関わる発表が行われました。� ©SHONAN BELLMARE

インタビュー



さらにその後のセッションでは、企業の方々
も参加して、子どもたちのアイデアをブラッ
シュアップし、意見交換を行います。
また、私たちの訪問の合間にも、学校の先生

方が「総合的な学習の時間」を使って継続的
に取り組みをサポートしてくださっていて、
子どもたちの学びが点ではなく、線になるよ
うに設計されています。

―サストレのスポンサーをしてくれた企業や
サストレに参加してくれた企業からはどうい
うことを期待されていましたか。
大多和さん　初年度はサストレの成果や価値
がまだ具体的に目に見えない中で、参画いた
だきました。1 年間やってみて、企業の参画
価値もより解像度が高く見えてきました。
企業にとって「ESG」の中で最も難しいの
が「S（ソーシャル）」の部分です。環境（E）
やガバナンス（G）は比較的分かりやすいの
ですが、S は掘り下げていくとコミュニティ
との関わりに行き着きます。
さらに深堀りすると「未来のファンづくり」
という側面があります。企業が学校に行き、
子どもたちと接点を持ち、彼ら・彼女たちの
考えを聞き、一緒に何かを創り上げることで、
明日いきなり 1 億円の売り上げが上がるわ
けじゃないけど、子どもたちは好きになりま
すよ、その企業を。
発表会の映像などがまとまれば「そういうこ
とね」と参画の価値がより具体的に可視化で
きると思います。

―1年目は模索しながらも走
り出し、0 から 1 を作って
きたんですね。2年目以降の
展望を教えてください。
風村さん　今後は、今年のよ
うに直接ベルマーレが学校
で実施するサストレと、そ
のエッセンスを先生方に伝
えて自走していただく形の
2 本立てで進めていきたいと
構想しています。われわれが
直接やらなくても、エッセン
スを吸収した先生たちが自

走して、サストレが勝手に起こってくる状態
をつくりたいんです。
個人的な夢としては、全校が集まる発表会を
やって、普段は交わらない地域の学校同士の
子どもたちが交わったらすごいなと。私自身、
元々ベルマーレのサポーターでしたが、サッ
カークラブを応援するようになって良かった
のは、異なる地域や世代の人たちが「ベルマー
レ」というキーワードだけでつながれること
でした。それを子どもたちにも体験してもら
いたいですね。
大多和さん　アイデアを「どう実現していく
か」という点に対しても、そこへのフォロー
アップの仕組みづくりをやっていきたいで
す。サストレで生まれたキラキラしたアイデ
アを地域の中で受け止めて実現してくれる人
たちが必要だと考えています。
例えば、海のごみを集めて特殊なプレス技術
でプラスチック製品を作っている団体が発表
会に来てくれていました。それが、子どもた
ちのアイデアとぴったり合うんです。そのよ
うな活動をしている人たちと子どもたちをつ

規格外野菜を活用した「サステナ給食」を栄養士さんに相談する子どもたち。

© 茅ヶ崎市立東海岸小学校
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湘南ベルマーレ shikakeru
企画・運営統括

茅ヶ崎市
事業認可・調整

参加企業
専門的アドバイス

参加校（公立小学校）
5 年生全クラス（約 240人）

教育委員会
参加校選定・調整

プログラム設計・推進

一
部
企
業
：
金
銭
的
支
援

紹介

授業に参加

協
力
要
請

授
業
に
参
加

サステナトレセン実施体制

対 象 校 教育委員会のプレゼンで手を挙げた公立小学校 2 校

参 加 児 童 5 年生の全クラス（1 クラス 30 人程度× 4 クラス× 2 校）約 240 人

主な関係者と役割 :

茅 ヶ 崎 市
市の事業としての認可、教育委員会を含む公的機関との調整、イベント開
催時の場所確保やプレス対応

教育委員会
学校の先生方のスーパーバイザー的立場で、プログラムの評価・軌道修正、
学校との調整

参 加 企 業
子どもたちのアイデアに対する専門的アドバイス、経験や価値観を踏まえ
たフィードバック

shikakeru 全体のプログラム設計・推進

湘南ベルマーレ
企画・運営の統括、企業への参加呼び掛け、地域に即した活動や考え方の
インプット



なげるのがクラブの役割です。
また、他にもすてきな動きがありました。例
えば「規格外野菜を給食のメニューに取り入
れたい」というアイデアから、実際に栄養士
さんと一緒にメニューを考えて「サステナ給
食」として全クラスに提供するところまで実
行したグループもありました。それを発表会
で聞いた市の担当者が「これは広げられるか
も」と検討を始めたり、それを受けた子ども
たちが次のアクションに向けて動き出したり
と、サストレが教育の現場から街を動かす兆
しも見えてきています。
サッカークラブ以外にも、例えばフットサ
ルチームなど他のスポーツチームとも連携
して、子どもたちのアイデアを実践し広げ
ていく場所をつくっていける可能性も感じ 
ました。
結局、全部われわれだけでやろうとするとリ
ソースの限界があるので、地域に広めていく

「耕し係」とプレイヤーをつなげる「アシス
ト係」のような役割が、Ｊクラブの次の時代
のサステナビリティなのではないかと思って
います。
―トレセンは全国にあると思いますが、この
サステナトレセンは全国に横展開することは
可能でしょうか。
大多和さん　テクニカルな部分はどのＪクラ
ブでも真似できると思います。ただ、私たち
のサストレを仮に成功と呼ぶのなら、その成
功のポイントは茅ヶ崎市との事前の綿密なコ
ミュニケーションでした。行政の理解、そし
て教育委員会や企画政策部など各部門のご理
解を得られたことが大きいです。市長も後押
ししてくれました。
多くのＪクラブはスポーツ振興課などとのコ

ミュニケーションには慣れていますが、行政
全体を巻き込むとなると、難しい部分もある
かもしれません。行政との連携においては、
適切な段階を踏んで進めることが重要です。
まず市の上層部の理解を得ることから始め、
そこから教育委員会や現場へと展開してい
く。話を持っていく順序を間違えなければ、
どのクラブでも実施可能だと思います。
風村さん　話を持っていく順番や担当者をつ
ないでもらうのも、たくさんの外部の方に協
力してもらいましたね。そこを越えられたら、
どのクラブもしっかりできると思います。例
えば神奈川県内だけでも、ほぼ全ての自治体
にＪクラブのホームタウンがあります。ベル
マーレトレセン、マリノストレセン、横浜
FC トレセンなどができれば、最終的には「神
奈川サストレ」として統合し、発表会やワー
クショップを合同で開催することもできそう 
です。
プログラムの型をどこまで標準化できるかと
いう課題はありますが、各学校や地域の特性
に合わせてカスタマイズしながら広げていけ
ると思います。
―1年目を終えて見えてきたベルマーレに
とってのサストレの価値を教えてください。
風村さん　サストレにはマーケティング的な
側面もあります。直接関わったのは 250 人
ほどの生徒や先生方ですが、その背後には保
護者や兄弟もいます。発表会には非常に多く
の保護者が来場し、入れ替え制にするほどで
した。
通常の広告宣伝と比べると関わる人数は少な
いかもしれませんが、その関わり方が非常に
深いのが特徴です。ベルマーレは各ホームタ
ウンの約 200 校の小学校に年 1 回、体育の

授業で体を動かす楽しさを伝える活動をし
ていますが、各校との関わりはどうしても 1
時間程度にとどまってしまいます。それに対
し、サステナトレセンでは長期間にわたって
深く関わることで、子どもたちや保護者との
強い絆を築くことができたと思います。
この深い関わりを通じて「たのしめてるか。」
というベルマーレのクラブスローガンを体現
する場にもなっています。サッカー以外の場
面でも「夢中になること」「楽しむこと」の
価値を共有できるのは、クラブとしても大き
な財産です。
大多和さん　当初はサストレは、新しいマー
ケティング手法や新しいスポンサーメニュー
などの機能的な側面に着目していました。学
校側にとっても、総合的な学習の時間をより
充実させるために、地域にあるベルマーレを

活用することでさまざまな企業人との交流の
機会を得られるという機能的なメリットがあ
ります。
しかし、子どもたちの発表を見て素直に思っ
たのは、青くさいことを言うようですが、こ
れはフットボールやスポーツの価値そのもの
を体現しているということです。子どもたち
が仲間と力を合わせ、最初は分からなかった
ことに取り組み、本番に向けて助け合い、最
後には拍手を受ける。
われわれは彼らとサッカーをやったわけでは
ないけれど、普段サッカーからもらっている
素晴らしい価値観を共有できたんです。機能
面も大事ですが、サッカーから得られる多様
な価値を子どもたちと共有できたことが何よ
りも大事だったと感じています。

株式会社湘南ベルマーレ
代表取締役副社長
大多和 亮介さん
1982 年東京都生まれ
早稲田大学大学院修了後、横浜マリノス株式会社入社。
家業である学校法人まこと学園まこと幼稚園副園長を経て、
2016 年マリノスに復帰。
2019 年 J1 リーグ優勝後、大和シルフィード株式会社を創
立し、女子サッカークラブのプロ化を進める。
2024 年 7 月から現職、産業能率大学兼任講師ほか。

株式会社湘南ベルマーレ
事業本部 ブランド＆メディア部 部長
風村 ひかるさん
1993 年神奈川県藤沢市生まれ
慶應義塾大学総合政策学部卒業後、株式会社湘南ベルマーレ
入社。
ホームゲーム開催時の飲食事業、社会連携活動などを担当
し、現職。
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なぜ重要なのか

「気候変動対策」のイメージ

気候変動対策にどのようなイメージをお持
ちですか。実は、気候変動対策に対する意識
は、国によって大きく異なります。世界では
6 割以上の人が「生活の質を高めるもの」と
捉える一方、日本では 6 割の人が「生活の
質を脅かすもの」と考えています *1。

これは、日本では長年、エアコンの設定温
度を上げたり暖房を控えめにしたりする「我
慢」が温暖化対策として教育されてきた影響
かもしれません。しかし、個人の我慢に頼る
対策だけでは、加速する気候変動に対応する
ことは困難です。

スタジアムで広がる、ポジティブな行動変容

ここで注目したいのが、サッカーが持つポ
ジティブな発信力です。スタジアムでの観戦
体験を通じて、環境配慮行動が「我慢」では
なく、むしろ快適で豊かな時間を過ごすため
の自然な選択肢となることを、体感的に伝え
ることができます。例えば、マイボトルの利
用や公共交通機関での来場を促すことで、そ
れらは「便利でクールな選択肢だよね」とい
う考え方を根付かせることができるかもしれ
ません。マイボトルがあれば好きな飲み物を
いつでも飲むことができますし、お金の節約
にもなります。公共交通機関を利用すること
で、アルコールを飲みながら試合観戦をする
こともできるでしょう。一方で、そうしたこ
とを実現するには、マイボトルに飲み物を提
供したり、便利な公共交通機関を整備すると
いった社会システムの構築が不可欠です。そ
のためにも、社会に対してメッセージを発信
することは大切なのです。

情報発信がブランドを育てる

環境への取り組みを積極的に発信すること
は、クラブのブランド価値向上にも直結しま
す。若い世代を中心に環境意識が高まる中、
持続可能な社会づくりに貢献するクラブの姿
勢は、既存ファン・サポーターのロイヤリティ
を高めるとともに、新たなファン・サポーター
層の開拓にもつながります。

企業・自治体との信頼構築にもつながる

クラブの環境目標や取り組みを体系的に整
理し、明確に発信することは、企業や自治体
からの信頼獲得に大きな効果があります。企
業の ESG 戦略や自治体の環境施策の実現に
向けて、クラブとの連携が有効な選択肢とな
り得るのを示すことができるでしょう。

実践のアイデアと取り組み事例

SNS での情報発信

多くのファン・サポーターは、試合やイベント情報を日常的に SNS でチェックしています。
ここに気候アクションの情報を効果的に織り込み、ファン・サポーターの環境意識を高める
仕組みを模索してみましょう。試合結果や選手の活躍と同じように、クラブの環境への取り
組みをファン・サポーターが誇りに感じ、自分ごととして捉えるきっかけになるかもしれま
せん。ファン・サポーターの気候変動への感度が上がり、クラブの気候アクションをさらに
応援する、そしてクラブの気候アクションも加速するという好循環を生み出すことにつなが
ります。
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コミュニケーション
年々深刻さを増している極端な気温上昇や豪雨などによる試合への影響。クラブ自身の環

境負荷を減らしながら、同時に社会全体の仕組みをよりサステナブルにしていくことが、

サッカーを楽しめる環境を守ることにつながります。クラブ単体の CO2 削減の影響は小さ

くとも、多くの人々の心を動かし、社会の仕組みを変える可能性を秘めているのがＪクラ

ブです。その可能性を発揮するための第一歩は、クラブの取り組みや環境方針を伝え、環

境技術を持つ企業や、想いに共感する関係者の声を届ける場を創出することではないでしょ

うか。

ACTION 11



ウェブサイトに気候アクション専用ページを作成

公式サイトのメインメニューに気候アクション専用ページを設けることで、クラブの環境へ
の取り組みを体系的に伝えることができます。目標設定から具体的な活動内容、その進捗状
況まで、透明性の高い情報開示は、クラブの気候アクションへの信頼性を高めます。これは
同時に、安易な環境アピールをしてグリーンウォッシュ ? と批判されるリスクを下げること
につながります。また、SNS の投稿から興味を持ってウェブサイトを訪れたファン・サポー
ターやパートナー企業に対して、より詳しい情報を提供する重要な役割も果たします。英国
のプレミアリーグでは80%のクラブがサステナビリティに関するページを作成しています。
◯エスパルスのゼロ宣言
　�清水エスパルスはウェブサイトのメインメニューの「クラブ」の中にサステナビリティの
項目を設け、基本方針「エスパルスのゼロ宣言」、具体的な取り組みなど体系的にサステ
ナビリティに関する情報をまとめています *2。

◯グランパス気候チャレンジ
　�名古屋グランパスも「グランパス気候チャレンジ」という専用サイトを立ち上げ、気候危
機の現状とクラブの取り組みを紹介しています。ファン・サポーターにも、一緒に気候変
動に向き合うことを呼びかけています *3。

ファン・サポーターやパートナー企業参加型イベントの企画

気候アクションの実効性を高めるには、クラブ単独の取り組みを超えて、ファン・サポーター
やパートナー企業が主体的に参加できる機会をつくることが重要です。これにより、応援し
てくれる方々のエンゲージメントを高めながら、環境意識の向上と行動変容の促進が期待で
きます。

ホームゲーム開催に合わせたスタジアムの清掃活動、環境教育ワークショップなど、参加者
が環境活動を「自分ごと」として捉えられる企画や、パートナー企業の環境技術や取り組み
を紹介する機会を設ける企画がお勧めです。

活動の企画段階から、ファン・サポーターやパートナー企業の意見を取り入れる仕組みをつ
くることで、より効果的な環境コミュニケーションを実現できます。ファン・サポーターの
皆さまとのファン感謝デーなどの場で環境活動についての意見交換の機会を設けるのも有効
な方法でしょう。

◯サステナビリティワーキンググループ
　�ブレントフォード FC（イングランド）では、公式サポーターズグループや環境活動に関
心の高いファン・サポーターの代表者で構成される「サステナビリティワーキンググルー
プ」を設置。ここでは環境戦略の実施状況を共有し、新たな取り組みについて活発な議論
を行っています。また、シーズン中間と終了時のファン・サポーター満足度調査に環境項
目を組み込んでいます。
　�クラブの具体的な取り組みとして、クラブ役員も参加するロンドンアウェイゲームへの自
転車観戦ツアーの企画や、公式パートナーと連携した植物性食品の提案、パートナー企業
との環境ワークショップの開催など、さまざまな活動を展開。これらの取り組みについて、
ファン・サポーターへ継続的な情報発信を行っています *4。

!  グリーンウォッシュとは？
グリーンウォッシュとは、実際の環境への取り組みが不十分なまま、環境に配慮しているように見せか

ける行為を指します。根拠の乏しい「エコ」や「グリーン」などの表現は、グリーンウォッシュと批判さ
れるリスクを助長する可能性があります。
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連携のヒント

地域における強力な発信力を持つＪクラブと、気候変動に関する専門的な知識や具体的な解決
策を持っている自治体やパートナー企業が協力することで、それぞれの強みを生かし、より大き
な環境アクションを実現することができるでしょう。その連携のヒントを紹介します。

自治体との共同 PR・イベント展開

優れた環境政策や環境に関する課題意識を
持っていても、それを広く市民や企業に浸透
させることに課題を抱えている自治体も少な
くありません。Ｊクラブの持つファン・サポー
ターや企業ネットワークを活用することで、
自治体の環境政策の認知度向上や普及に貢献
できるでしょう。これは自治体にとって心強
いパートナーとなるだけでなく、Ｊクラブに
とってもファン・サポーターや協力企業に環
境に関する重要な情報を届けることにつなが
ります。

デコ活

環 境 省 は 2022 年 に「 デ コ 活 」 を 立
ち上げました。これは豊かな暮らしの
実現を目指しながら 2050 年カーボン
ニュートラルなどの目標達成に向けて、
CO2 削減につながる国民の行動変容を
促す取り組みです。デコ活の一つである

「気候変動×スポーツ One Earth One 
Team」のウェブサイトには、Ｊリーグ
をはじめとする多くのスポーツクラブの
取り組みが掲載されています *4。

パートナー企業との気候アクション

環境に良い製品を作っても消費者に届かなかったり、環境に良い取り組みをしても認知され
ない、という課題を抱える企業は多くあります。そんなパートナー企業に向けて、（特にホー
ムゲーム開催時に）活躍の場を提供することは、サステナビリティに注力する企業との新規
パートナーシップの開拓や、既存パートナーの満足度向上にもつながるでしょう。

◯サステナビリティ、脱炭素イベント
　�FC大阪はホームゲーム時にサステナビリティや脱炭素に関する企業を集めたイベントを
開催。廃棄される太陽光パネルのリユース・アップサイクルを行う企業と、ポータブル蓄
電池メーカーが連携し、リユースパネルと蓄電池を組み合わせてチアパフォーマンスの音
響設備への電力供給を実現しました。参加企業からは「アップサイクルの重要性をこのよ
うなイベントを通じて多くの皆さまに伝えたいです」という声が寄せられました *5。来場
者に環境課題とその解決策を伝えながら、パートナー企業の活躍の場もつくり出している
事例といえます P46

参考資料
*1	 �World Wide Views on Climate and Energy (2015), https://climateandenergy.wwviews.org/download-results/
*2	�清水エスパルス、「CLUB　サステナビリティ / ホームタウン活動」、https://www.s-pulse.co.jp/csr
*3	�名古屋グランパス（2024）、「グランパス気候チャレンジ」、https://nagoyagrampus.jp/club/sdgs/climatechallenge/
*4	�環境省、「気候変動　スポーツ」、https://ondankataisaku.env.go.jp/decokatsu/sports/
*5	�OZCaF（2024）、「FC 大阪 ACT NOW プロジェクトと連携！ 11 月 9 日ホームゲーム開催時の場外イベントで OZCaF

会員企業（SyncMOF ／クローバー・テクノロジーズ／昭和製線）が出展、共創しました！」、
	 https://ozcaf.jp/2024/fcosaka_1109/
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なぜ重要なのか

クラブにおける調達とCO₂ 排出の関係性

調達における CO2 排出量は、クラブの事
業活動全体の中で大きな割合を占めていま
す。ユニフォーム、グッズ、建設資材など、
クラブが日常的に調達するあらゆる物品や
サービスには、製造、輸送、廃棄までのサプ
ライチェーン全体で CO2 が排出されていま
す。例えば、リバプール FC（イングランド）

の Scope1、2、3 の排出量を見ると、圧倒
的に多いのがScope3。その中でも商品関連、
次いでサプライチェーンからの排出になりま
す。Scope1、2 の排出を削減してもなお、
取り組むべき大きな課題が残る領域といえる
でしょう。

実践のアイデアと取り組み事例

STEP

1 	 調達担当部門との話し合い

クラブの Scope3 の削減には調達部門と
の連携が不可欠です。まずは、クラブの気候
変動方針、なぜクラブがこの問題に取り組む
必要があるのかを共有することから始めま
しょう。担当の方が取り組む意義を腹落ちし
ていなければ、持続可能な調達に対する取り
組みはコストや余計な労力と捉えられてしま
います。時にはマネージャーや社長の力も借
りながら、クラブ全体で前向きに取り組む意
識を醸成していきましょう。

STEP

2 	 重要な調達品目の特定

クラブの調達物は多岐にわたるため、優先
的に取り組む調達品目を選定します。選定に
あたっては、サプライチェーン全体の環境負
荷、変更の実現可能性、ファン・サポーター
への影響など、変更による効果を総合的に判
断していきましょう。サプライチェーン全体
の環境負荷については、生産過程で排出され
る温室効果ガスだけでなく、流通時や廃棄時
の環境負荷も合わせて考えることが重要で
す。 P80 & P86

2021-22 年のリバプール FCの排出量の内訳

商品関連
75.6%

廃棄物
0.0%

0.2%
ウェブサイト

1.4%
チーム・従業員の移動

1.7%
飲食

10.0%
ファンの移動

Scope2
 0.2 %

Scope1
 0.1 %

（出典：Liverpool FC*1）

Scope1 を大幅に削減し、Scope2 に直結する電力は敷地内の太陽光発電と購入電力を組み合わせてエネルギーの 96%

を再生可能エネルギーおよびその他の低炭素源から調達するなど取り組みが進んでいます。一方で、Scope3 も削減し

ているものの、引き続き課題が残っている状況が続いています。
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持続可能な調達
ユニフォームやグッズを調達する際、それらが「どこで、誰によって、どのように作られ

ているか」を知ることは容易ではありません。けれども、グローバル化によってサプライ

チェーンは複雑化し、私たちの知らないところで環境負荷が生じていたり、労働者の人権

が侵害されていたりすることも少なくありません。だからこそ「環境への配慮、人権の尊重、

公正な賃金の保証、サプライチェーンの透明性確保」など、全ての調達品目に対する包括

的な方針が求められ始めています。この調達への取り組みは、ESG 経営を重視する企業と

の連携や地域との関係強化にもつながり、クラブの社会的価値を高める重要な施策となる

でしょう。

ACTION 12



STEP

3
	 �既存の取引先との対話、	
新規の取引先の検討

まずは、既存の取引先との関係性を生かし
た、より持続可能な調達への移行を検討して
みましょう。取引先には、クラブの気候変動
対策ビジョンを丁寧に説明し、協力を依頼し
ます。その上で、現在納入いただいている製
品・サービスの環境負荷に関する情報提供を
依頼。取引先と共に、より環境負荷の低い代
替品や新しい選択肢について検討を進めてい
きましょう。たとえ新しい選択肢に移行する
ことが難しかったとしても、持続可能な調達
をしたいと取引先に伝えることが重要です。
そのことが、取引先が環境負荷の低い素材に
変えるきっかけになるかもしれません。また、
地元の素材を使って地元で作られたものであ
れば、輸送の時の環境負荷を削減することに
も繋がります。

アンケートとクラブの調達方針

チェルシー（イングランド）では、取引先
管理の仕組みに持続可能な調達に関する
アンケートとクラブの調達方針を組み込み
ました。これにより、取引先の環境・社会
配慮への取り組みを促し、その取り組み
内容を把握できるようになっています。

STEP

4
	 �調達部門の KPI に持続可能性に	
関する項目を追加

持続可能な調達を組織に定着させるために
は、従来のコスト、品質、納期という判断基
準に、環境負荷という新たな視点を加える必
要があります。まずは調達方針に環境配慮の
項目を盛り込み、取引先への見積り依頼時に
環境負荷に関する情報提供を求めることから
始めましょう。

同時に、調達担当者の評価項目にサステナ
ビリティ関連の指標を組み込むことで、環境
に配慮した製品の調達を促進できます。定期
的なモニタリングを通じて得られた成功事例
を社内で積極的に共有し、他の調達品目への
横展開につなげていきます。さらに、新規取
引先の選定プロセスにも環境への取り組みを
評価項目として組み込むことで、持続可能な
調達の基盤を強化できます。この取り組みを
より確実なものとするために、他クラブとの
情報交換や調達担当者向けの環境教育・研修
も計画的に実施し、組織全体で持続可能な調
達の実現を目指していきましょう。

持続可能な調達を実現するため

アーセナル（イングランド）では、環境
に配慮した持続可能な調達を実現するた
め、さまざまな取り組みを行っていま
す。入札プロセスに持続可能性に関する
ガイドラインを組み込み、新規のサプラ
イヤーを選定する際には、サステナビリ
ティチームが専門的な見地から助言を
行っています。また、施設の改修工事に
関する材料も環境に配慮したものを選ぶ
よう手引書を作成しています。

調達のヒントになる認証ラベル

参考資料
*1	 Liverpool FC (2023), “THE RED WAY”, https://x.gd/XFgVG
*2	�農林水産省、「有機食品の検査認証制度」、https://www.maff.go.jp/j/jas/jas_kikaku/yuuki.html
*3	�Rainforest Alliance, ra.org/ja

有機 JASマーク

GOTS（オーガニックテキスタイル世界基準）

FSC®

レインフォレスト・アライアンス認証マーク RSPO（持続可能なパーム油のための円卓会議）

MSC「海のエコラベル」

OCS (Organic Content Standard)

国際フェアトレード認証ラベル

（出典：農林水産省 *2）
JAS 法で定められた有機生産基準で生産、加工された 
食品。自然の力で生産されていることを示すマーク。

環境や動植物を守り、森林に依存する人々や林業従事者
の人権を尊重し、適切に管理された森林の樹木や適切だ
と認められたリサイクル資源で作られた紙・木材製品に
つけられるラベル。

生産者が森林を保護し、生活を向上させ、農場労働者の
人権を推進し、気候危機を緩和し適応するための農法に
従っていることを意味するマーク *3。

パーム油の生産が熱帯雨林や生物の多様性、人々の生活
に悪影響をおよぼさないように持続可能な原料を使用、
またはその生産に貢献した製品であることを示すマーク。

オーガニック繊維製品の認証マーク。有機栽培（飼育）
の原料から環境と社会に配慮し加工されたことを示す。

水産資源と環境に配慮し、適切に管理された持続可能な
漁業で獲られた天然の水産物の証。

フェアトレードは、生産者が美味しいもの・品質の良い
ものを作り続けていくために、生産者の労働環境と生活
水準の向上、自然環境の保護をサポートする、持続可能
な生産と取引のしくみ。

原料から最終製品までの履歴を追跡し、その商品がオー
ガニック繊維製品であることを証明するマーク。
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J リーグ初の気候アクションハンドブック、いかがでしたでしょうか。手に取っていただいた
皆さまに感謝をお伝えすると共に、本ハンドブックが皆さまのお役に立つことを心から願ってい
ます。

本文の中でもご紹介した通り、J リーグでは台風や集中豪雨などの影響による試合中止の増加
などを受けて、2023 年にサステナビリティ部が発足しました。それ以来、日本各地の自治体や
企業の皆さまだけでなく、小学生から大学生まで、多くの若者たちとも気候変動について共に学
んだり、考えたりする機会に恵まれてきました。そんな中で、大人たちがこんな感想を口にする
場面に遭遇することが良くありました。

「最近の子どもたちは偉いね…意識が高くて。自分たちの頃は…。」

僕自身も、子どもの頃は、毎日の友だちとの遊びの計画や、締め切りの迫った宿題のことばか
り考えていました。そういう僕ですら、今では、こういう感想を聞く度に胸が苦しくなるように
なりました。それは、本来、好きなスポーツや趣味、将来の夢や大切な友だちといった自分自身
の関心ごとに夢中になって過ごすべき幼少期や青春時代に、未来のことを心配せざるを得ないよ
うな深刻な気候変動を産み落としてしまったバブル世代としての罪悪感や、それを十分に緩和す
るために必要なスピード感を持って社会システムが変わっていかない焦りのようなものが、いつ
も心の中にあるからです。

本ハンドブックでも分かりやすい文章を寄稿して下さった東京大学の江守正多さんは、気候変
動の大きな問題点として「二つの気候正義」を挙げられています。一つは、温室効果ガスをあま
り排出してこなかった発展途上国が、先進国が排出してきた温室効果ガスによって海面上昇や干
ばつなどの深刻な影響を受けていること。もう一つは、前の世代が排出してきた温室効果ガスが
原因で引き起こされた気候変動の影響を受けるのは、今の若者や未来の世代だという問題です。

それは裏を返せば、プレイヤーとして、ファン・サポーターとして、関係者として、将来のサッ
カー界を担う今の若者やこれから生まれてくる世代の未来がどうなるかは、今の大人たちの行動
にかかっているということです。全国で多くのステークホルダーと繋がりながら事業を運営する
J リーグには、ゲームを通じて素晴らしい時間を提供することはもちろん、社会の仕組みをより
持続可能なものに変えていく一翼を担う力を持っていると強く思います。このハンドブックが、
具体的な行動やシステムチェンジに結び付くヒントになり、未来世代に少しでも良い社会や自然
環境を残していく一助になれば、心から嬉しく思います。

J リーグ執行役員

辻井　隆行

おわりに
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未来の地球に、いいパスを
この活動の主役は、あなたです。
さあ、Ｊリーグと一緒に考え、未来を変えていきませんか。




